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汚 れ のエ づ ジン ダK 伴 り 自 動 酸 化t  洗 浄 性
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目的　 資源 節 約 の う え か ら ， 家 庭 洗 濯 に お け る い わ ゆ る ま と め 洗い か 推奨 さ れ て い る 。

こ れ。を 実 践 す る に 際 し て は ， 被 服 に 付 着 し た 皮 脂 汚 れ の 洗 浄 性 が, エ イ ジ ン グ に よi）ど う

変 化 す る。か を 明 ら か に し て か く 必 要 が あ る。 そ の 基 礎 的 資 料 を 得 る こ とを 目 的 とし た 。

方 法　 皮 脂 汚 れ の モ デ ル と し て ， 皮 脂 と 脂 肪 酸 組 成 か 類 似 し て い る 牛 脂 を 選 ん だ。 試 験

布i<: i± ,   綿 布, ポ リ エ ス テ ル 布, 羊 毛 布 を 埼 友 き･ 脱 脂 し て 用 い た。　タ テ/ θ・m   ･ ヨ コ ？om

に 裁 断 し た 試験 布 に,      ／ 枚 当 たi?0 。／8 の 牛 脂 が 付 着 す る よ5   , 牛 脂 の ベ ン-f   ン 溶 液 を 塗

布し て 汚 染 布 を 作 成し た 。 こ れ を ， 電 気 定 温 器 中 に 懸 垂 し て,      iO゚Ｃ で 所 定 の 期 間 エ イ ジ ン

グ し た の ち 取i 出 し ， 洗 浄 し た 。 洗 浄 は ， 振 と う機 を 用い,    ∂ Ｃ゚ のh  A S   0。.2   % 溶 液 中 で/0

分 間 行 っk.  。 洗 浄 後 の 汚 染 布 に 残 留 し た 牛 脂 を,       ソ ッ タ ヌ レ ー 脂 肪 抽 出 器 を 用い て ， エ チ

ル エ･－ テ ルで 抽 出 し ， 溶 媒 を 除 去 し た の も, 内 部 標 準 物 質 と し て ペ ン タ デ カ ン 酸 の メ タ ノ

ー ル 溶 液 を 加え ， エ ス テ ル 交 換 法 で メ チ ル 化 後,      Q L 0     （ 固 定 相: ’D E G S )      を 行 い, ペ ン タ

デ カｙ 酸 に 対 す る パ ル ミ チ ン 酸 の ピ ー ク 面 積 比 か ら ， 牛 脂 量 を 求 め た 。 洗 浄 効 率 は ， 洗 浄

前 後 の 試 験 布 上 の牛 脂 量 の 差 か ら 算 出 し た 。 牛 脂 の 酸 化 状 態は, 既 報 と 同 様 に し て 調 べ た。

結 果　0 ）綿 布 上 の牛 脂 の 洗 浄 性 は ， エ イ ジ ン グ ／a で 低 下 し ， 更 に, そ の 後/i 日 の 間。に

急 激 に 低 下 し た 。 ポ リ エ ステ ル 布 で は ， エ イ ジ ン グ 初 期 の 変 化 は ほ と ん ど み ら れ ず.     吉 日

目 頃 か ら ご イ ジ フ グ 日 数 と と も に 徐 々 に 増 加 し た 。　羊 毛 布 に* ■け る 洗 浄 性 の 変 化 は わ ず か

で あ っ た
 
    ② エ イ ジ ン グ に 伴 う 綿 布 上 の 牛 脂 の 洗 浄 性 の 変 化 と,     0 0 V の 変 化 と の 間 にit  ,

比 較 的j: い 対 応 が み ら れ ， カ ル ボニ ル 化 合 物 と 繊 維 基 質 と の 相 互 作 用 が 推 察 さ れ た。
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一 残留 ヂリｔﾘ 濯 組成からみた洗通性 一
大,阪 市 大 生活 科￥　o  %  々 良 奏^　 籐4  % 裳-h　 川 瀬 雍 三　 皆 川 基

i  的 ’vl 老 ら ＼t.　こ れ まて-,  油 月恥^ れ の 洗 浄 に お け るリ パ-    -fcの 応 呼］に つい て， オ')  ー

ブ 油゙i  I乱 ヽて，G･l- C  活 に よ る洗 浄 前 撞 のμ 脂 肪 政 量 の検 討 か ら, リ ペ ーぜ は オ') ー ブ` -;由

の 除 去孝 を向 上?  せ るこ と を報 々 し1  さT-.。 本 研 呪 は， 洗 浄 に おけ る') ，？－ セヽこぷい 由月i

汚 れ の除 去機 構 を゙ 明･い ヽに 宵 る た め ら　 単酸 基 々ヽ｀ﾘ･ｔ リ ド･t  し てI- リ オ レ イ ンI    用V ．ヽ 洗

浄 前稜 の 布に.の7 個-t  I) ド をT  L  C-F  1  D  貳 に よ り 各 ■7 分 離 鬼 量 し， 検 討 け こ。

t 浹 リn °ーu ゛t ，　醇 母Can 心血cvliniracex･ を 生 産 薗 とず る 市 販 酵 素 リ ’ぐ一 七゙ M Y   ( 鴇 ゜゚ ゜

-a･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.ji　j　，　　　　　　　　　　 還　　　　Ju　　tt －
^ ／  > る糖 産

奪製 ）を用ヽヽ すこ．m.n 精製 い 標寧綿 恥 い り オレ>(   V   （E  P ,    東京化 成を

カ ラム7  ロマト グ ラフィ ー に ぷり さら[-- 精￥ ）?   30 阿 ／勁Cin.2   とな る ふうμ付 着さ せて汚

染 布 としT-.. 了lﾚ わ しI- - 子，し型ﾉ･-  オン活性 徊（0.04% ）,   ') ベーfe" （1 ）屹〉 あヽよ び`リ

ン酸緩衝 煮(pHV.O ）をffl ヽ ヽT,    溶浚 組成 および まy^ 時 聞 の襄な るw 適 の洗浄 系t 設 曳し，

37 ・c に像っr-- -( ン^  ，･A-一タ ー中V 洗ヽ 汚 しu 。 洗浄前後 の布 上に付 着 して，ヽ るり) 才し イ

ンお よび加水/か解生成物･£ 工手IレX    ーテ･レてヽヽ 4hJ-ソ ソヽ クスレー抽 出 し,   T L  C－f 1 D  法 に

より内卿堵 埠物噴I  i恥 １ヽ /flヽ離 定t  し， 布上 の残留物 の組 成お よび洗 謙卑 を奪出 しずこ.

鮪 果　1  .     ト ■)   オレイ ンの除 去奪 叱 界・ 活性 剤水溶液r い) 'ぐ一七ヽ を添 加 するこ とに よ

I) 約10 ％fa 上t  る．2.　 ト') オレ イン そのも のの除 去卑弟 阪 ヂ') ^ リド` i.り求 りだ除 去
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りi  たさく,   その差n リ，"'－セりり 存t  I 場合に尺きくね:i .　3.　波浄布に残y 亨る

^ リド の組成m ，ト') オレイv ≫;r レイン酸 ンジオレイソド


